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厚生労働省第二共済組合　　　　　　　　　　　　　　　　　　
本部長　村木　厚子　殿

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2015年　　月　　日
要　求　趣　旨
国立病院の院内保育所は、設立以来60年の歴史をもち、看護師はじめ病院職員の仕事と子育ての両立を支え、病院運営にとっても重要な役割を果たしてきました。
独法病院の保育所は、2004年に業者に一括委託されましたが、保育所職員の賃金水準は低く抑えられ、人材確保にも支障をきたしています。良質な保育を提供するためには、それを支える保育所職員の安定した雇用と労働条件が必要です。保育内容や賃金・労働条件について、受託業者に責任があることは言うまでもありませんが、運営に必要な経費が委託契約・委託料に反映されていないことが大きな要因になっています。
　私たちは、病院が直接保育所職員を雇用し、直営で保育所を運営することを基本要求としていますが、当面、共済組合の委託事業として保育所を運営するにあたっては、良質な保育と賃金・労働条件の改善が保障されるよう、以下の点を要求します。


要　求　事　項
１　委託見直しに当たっては、良質な保育の提供、保育所職員の雇用継続、賃金・労働条件の改善など総合的に評価して委託先を選定し、公正な委託契約を締結してください。
２　委託契約に当たっては、良質な保育、保育所職員の賃金・労働条件の改善を保障し得る委託料・契約内容としてください。
①　委託料の積算根拠・内訳を明らかにし、保育所職員の賃金・労働条件が国立病院機構職員に準じた水準となるように改善を図ってください。
②　保育士等の配置については、最低基準を機械的に適応せず、実態に見合った人数を保障してください。
３　保育所の具体的な運営については、各園の実情を踏まえ、当該園関係者の意見を尊重してください。
４　院内保育所に対する国・自治体・機構本部の財政補助が得られるよう、具体的な対策を図ってください。
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【取扱団体】全日本国立医療労働組合
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